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レポート

北海道大学大学院生命科学院
細胞分子機能科学研究室
博士課程3年 藤本 愛

2024年10月11日（金）・12日（土）の2日間、北海道・
北広島の札幌北広島クラッセホテルで開催された第一回ク
ラスター細胞生物学領域会議に、A02計画班員である北村
朗先生の同伴者として参加し、ポスター発表を行うと共に、
微力ながら会議運営のお手伝いにも従事いたしました。こ
こでは、私の体験について報告いたします。

会議の前日、私たちの研究室が日常的に使用している蛍
光相関法（FCS）に関する相談会を北海道大学にて開催し
ました。私もこの会で、自身の研究例を元にFCSの細胞生
物学応用法について講演し、活発な議論を通じてFCSがど
のように活きるのか、そして活かせるのかを改めて考える
機会となりました。

領域会議では、計画班の先生方による研究発表、ポスター
発表演者によるフラッシュトーク、そしてポスター発表が行
われました。私も「シャペロンRNAによるタンパク質凝集抑
制」というテーマでフラッシュトークとポスター発表を行い、
最優秀発表賞を頂くこともできました。会議は約40名の参加
者全員が密にディスカッションできる親密な環境で、領域代
表の深川竜郎先生が「時間を気にせず存分に議論してくださ
い」とおっしゃったこともあり、研究発表やポスターセッ
ションでは白熱した議論が展開されました。また、1日目の
研究発表終了後の夕食と懇親会では、参加者同士の活発な意
見交換が行われ、私の研究室のメンバーも共同研究の可能性
について話し合っている様子が印象的でした。

本会議を通じて、私はこの研究領域の広範さを実感しまし
た。細胞生物学や生化学、構造生物学に加え、電子顕微鏡、
蛍光相関分光法、超解像イメージング法などの多様な検出法
が用いられ、さらには数理的シミュレーションを通じて動態
を物理学的に解析している研究者の方々が集まっていること
に驚かされました。

研究発表を通じて、これまで触れたことのない分野に出会
い、新たな発見や視点を得ることができ、自身の研究に対す
る新しい可能性のヒントを見つけることができました。普段
の学会では同じ分野の研究者との交流が中心ですが、本領域
では多様な研究を行う方々との議論や共同研究の可能性を探
ることができ、この貴重な経験が今でも興奮として残ってい
ます。今後もこの経験を励みに、研究に邁進していきたいと
思います。

最後に、このような貴重な機会をいただき、心より感謝申
し上げます。



第 1回領域会議参加レポート

がん研究所実験病理部
杜 一真

この度、わたしたちの研究室の5人と共に、北海道の北広島
で開催された第一回領域会議に参加させていただきました。
この貴重な体験を通じて得た学びをレポートしたいと思いま
す。

会議の前日、札幌に到着し、駅から外に出た瞬間、予想し
ていた厳しい寒さの代わりに、涼やかな風と澄み渡る空気に
心が洗われるような感覚がしました。北海道の広大な自然と、
どこまでも続く青空も手伝ってか、これから始まろうとして
いるミーティングに心地よい期待感が膨らんだのを覚えてい
ます。その日の午後には、本会議に先立って、北海道大学の
北村研究室の皆さまによる蛍光相関分光法(FCS)の講習会が開
かれ、研究員と学生の枠を超えた熱心な質疑応答が展開され
ました。私もそこで刺激を受け、多くの学びを得ることがで
きました。

翌朝、北海道大学の広々としたキャンパスを散策し、学術
の薫り高い雰囲気と学生たちの活力を肌で感じた後、本会議
が開催される北広島へと向かいました。会場となったホテル
は緑豊かな森の中にあり、大自然に包まれて落ち着いた佇ま
いが広がっていました。

今回の会議では、計画班の先生方による研究発表と、各研究
室のメンバーによるポスター発表が行われました。発表会場は
比較的コンパクトな空間で、約40名の参加者が互いに近く、議
論がしやすい環境が整っていました。先生方の発表内容は、電
子顕微鏡、超解像顕微鏡、蛍光相関分光法、原子間力顕微鏡を
用いた新イメージング技術の開発、人工細胞による細胞内環境
の構築、シミュレーションによる理論解析と、動原体や中心小
体の制御といった、多岐にわたる研究が紹介されました。領域
として、さまざまな視点と方法でバイオロジカルクラスターの
形成にアプローチするという全体像を私なりに捉えることがで
きました。自分の研究に一見直結しないようなテーマであって
も、新たな視点を見出したり、意外なところにヒントがあった
りして、とても刺激的でした。発表後のディスカッションだけ
では物足りず、夕食や懇親会でも議論は尽きることなく続いて
いました。

学部4年生の私は研究室に所属してまだ日も浅く、こうした
会議は初めての体験でした。研究を語るときの目に宿る輝きや、
果てしない科学の探求に情熱を持って取り組む姿を目の当たり
にし、研究者とは、自らの力で一歩ずつ真実を追求し続ける存
在であると強く感じました。これからも、今回目にした皆さま
の姿を胸に刻み、研究に励んでいきたいと気持ちを新たにしま
した。最後に、このような貴重な機会を提供してくださった領
域の先生方に、心より御礼申し上げます。
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